
（別紙３）

～ 2025年　10月　30日

（対象者数） 38 （回答者数） 24

～ 2025年　10月　30日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
各職員間の支援技術等を生かしながら、共有認識のもと
目標に向けての支援活動を行うシステム作りを行う

2
計画的にステップアップする活動支援計画や、年間を
通して達成できる活動計画などを取り組んでいく

3
専門職のからの情報を基にした支援活動を職員間共有の元
より積極的に対応できるよう進めていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
年間計画として定期性を持った交流イベントなどを計画
保護者交流においては、個別でも交流できる機会を設け
保護者支援の観点からも対応を進めたい

2

3

○事業所名 有限会社大智會　児童デイサービスわくわく

○保護者評価実施期間 2025年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　2月　1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

保護者・地域との交流機会が少ない
交流機会を作るためのPDCAサイクル対応を
行うことができていない

児童の特性に合わせ、成⾧に沿って気持ちや行動を引き出す支
援を実施している

利用日の断片的な支援ではなく、支援計画に基づいて
中⾧期的な視点を持ちながら児童の変化等を職員間で
共有しステップアップを意識した支援を実施している。

様々な特性を持つ児童との集団生活の中で、課題活動や運動を
通してお互いを認識しあい、かかわりを持ち日常生活への支援
へとつなげていく。

活動や運動の内容において、児童個人だけでなくグループ
編成による活動など様々な形態での活動支援を実施している

医療等専門職の配置を行い、重度者を含めより専門的に
支援対応を行っている

看護師・理学療法士や言語聴覚士の配置を行い、より専門的
な支援を導入した取り組みを行っている

事業所における自己評価総括表公表


